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カナダ,メキシコ,キューバ,グアテマラにおけるリュミエール映画の受容

-シネマトグラフの世界的浸透〈その4〉-

永冶日出雄

Hideo NAGAYA

(ヨーロッパ文化選修)

I カナダにおけるリュミエール映画の受容

大航海時代以前のカナダでは太平洋岸からニュー・

ファンドランドに至る大陸に,人口22万足らずの原住

民が暮していた。これらカナダ・インディアンのなか

で,セント・ローレンス河流域のアルゴンキン族はカ

ヌーを駆使して狩猟を続け,オンタリす湖周辺のイロ

クォワ族はすでに農耕や製陶に従事した。 1534年フラ

ンスの船長ジャック・カルティエはフランソワ一世の

命を受け,大西洋横断の航海に出発する。まずニュー･

ファンドランド島の沿海を探検した彼の一隊は,やが

てセント・ローレンス湾内のガスペ半島に大十字架を

樹て,インディアンの眼前でフランス国王万歳と記し

た。さらに翌年カルティエはセント・ローレンス河を

遡り,豊穣な耕地と眺めのよい山頂に達した。これが

ケベック州と都市モントリオールの淵源である。以後

フランスの植民地カナダはセント・ローレンス河流域

を中軸に発展したが,しばしばイロクォア族など原住

民の執拗な攻撃に晒された。(1)

フランス領カナダは1663年に国王の直轄地となり,

やがて西はスペリオル湖,南はメキシコ湾にまで拡大

した。十八世紀初頭アメリカに13の植民地を拓いた大

英帝国は,宿敵フランスと抗争や戦乱を重ね, 1760年

ついに首都モントリオールを占領した。こうして七年

戦争の結果植民地カナダはフランスから大英帝国に割

譲され,同時にフランス語圏と英語圏で相異なる習俗

が維持されていく。カトリック信仰とフランス文化の

色濃いロアー・カナダでは,大英帝国の統治に対する

不満と抵抗がとくに根強く,イギリス風の制度や習俗

を好むアパー・カナダとの紛争も繰り返された。よう

やく1867年に英領北アメリカ法が制定され,オンタリ

オ,ケベック,ノヴァスコシア,ニューブランズウィッ

クの4州で構成されたカナダ連邦が誕生する。この際

にヴィクトリア女王はフランス語圏ロアー・カナダと

英語圏アパー・カナダを融合させるため,両者の接点

であるオタワを自治領の首都に定めた。(2)

十九世紀の末葉オタワ在住の兄弟アンドリュー・オ

ランドとジョージ･オランドは,都心部を流れるリドー

運河の近くで,科学・技術の革新に応えてひとつの企

業を始めた。エルギン通り34番地の営業所で彼らは最

新のさまざまな発明や考案,すなわちエディソンの蓄

音機,ソーリの蓄電池,スミス・プルミエのタイプラ

イターなどを取引したのである。かねてからオランド

兄弟は進取的で意欲的な実業家として注目され,地元

の新聞『デイリー・シチズン』に共同経営者として関

与し,バンクーバー=シドニー間の定期運航開設にも

力を尽した。映写器械の発明や導入にこうした人物が

強い関心を抱いたことは自然と思われる。(3)

1889年からウェスト・オレンジ研究所では動く映像

を覗き眼鏡で見せる装置が開発され,4年後に所長エ

ディソンはその特許を取得した。オハイオの採掘業者

ノーマン・C・ラフの肝入りでキネトスコープ社も設

立される。これを知ったアンドリュー・オランドはた

だちにオタワからニューヨークに赴いて,キネトス

コープ社の東部代理人に指名され,キネトスコープ10

台を譲り受けた。かくしてエディソンもようやく映画

産業に歩を踏み入れ, 1894年4月14日カナダの実業家

によってブロードウェイ1155番地に世界最初のエディ

ソン・パーラーが開設された。キネトスコープを並べ

たこの店舗はブロードウェイに興奮を巻き起し,覗き

孔で動く画像を眺めるため,押し寄せた観客が長蛇の

列をなした。すランド兄弟の尽力についてエディソン

は,同年5月1日の書翰で感謝を述べ,業務提携の継

続を希望している。まもなくラフもシカゴの摩天楼マ

ソユック・テンプルでキネトスコープを供覧し,同じ

系統のエディソン・パーラーがサンヽフランシスコ,

パリ,ロンドンなど世界各地に出現した。(3)

投射式の映写機ヴァイタスコープ・エディソンは,

1896年4月23日ブロードウェイのコスター・アンド・

バイアル劇場で披露され,絶大な反響を呼んだ。カナ

ダの首都オタワでヴァイタスコープの初公開が行われ

たのは,ニューヨークにおける成功の2ヶ月後である。

映写会場に選ばれたウェスト・エンド・パークは,同

市の西端に位置し,現在のリッチモンド通り付近にあ

たる。 もともとこの一帯はオランド一家によって開発

され,オタワ電気鉄道のターミナルとして遊技場や
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ミュージカル・ホールも付設されていた。ヴァイタス

コープの興行は7月21日から野外で開始され, 1200人

のオタワ市民が見まもった｡当日は昼間の気温が21度,

夕宵8時でもすこし暑かったと伝えられる。この企画

を主催したのはエディソンの代理人オランド兄弟にほ

かならず,司会を務めたのは前座とし,てマジック・

ショーで喝采を浴びた奇術師ベルサズ,本名はジョ

ン・C・グリーンであった。この日に刊行されたオタ

ワの英字新聞『デイリー・シチズン』は,さきに行わ

れた試写会と一般公開の予定についてつぎのとおり報

道する。(5)

白布の上のリアリズム

ウェスト・エンド・パークにおける

驚嘆すべきヴァイタスコープの供覧

驚くべき製作,エディソンの最新の発明ヴァイ

タスコープが,カナダにおける最初の供覧として

昨夜ウェスト・エンド・パークで披露された。こ

の不思議な発明によって人生のさまざまな光景と

出来事が,あるがままにきわめて躍動的に再現さ

れ,投射された映像を昨夕見つめた人々は,そう

した画面を楽しんだばかりでなく,活きいきとし

た動きを神業のごとく白布に描き出す創造的な天

才に,無上の感激を覚えた。攻撃にせよ,防御に

せよ,ボクサーの動作はきわめて敏速かつ軽快で

あるが,そうしたプロボクシングの試合における

動きのすべてを,ヴァイタスコープによって再現

できると知れば,この発明がどれほど感嘆すべき

ものか,察知できるであろう。〔中略〕

昨タウェスト・エンド・パークで行われた試写

において,招待客の間に拡がった喜悦は以上のよ

うなものである。ヴァイタスコープの一般公開は

今夕から始まり,今週末まで続行される。この驚

嘆すべき発明をカナダにおいてはオランド兄弟が

管理する。(6)

オタワ電気鉄道の経営者アヒアーンとソーパーもオ

ランド兄弟の企画を支援し,鉄道料金とセットして格

安の入場券を販売する。こうしてオタワでもヴァイタ

スコープの興行が2週問続き,延べ4万5千の観客を

魅了する。ウェスト･エンド･パークで供覧されたフィ

ルムは,『西瓜を食べる4人の黒人少年』,『黒ダイヤ特

急』,「メイ・アーウィンとジョン・ライスの接吻する

光景」などである。因みにカナダ生まれのメイ・アー

ビンは,ブロードウェイのミュージカル,『未亡人

ジョーンズ』に出演し,相手役との長い接吻で評判を

取っていた。彼女を主役とする上記のフィルムも,多

くの都市で煽情的と非難されたが,スターの採用とク

ローズ・アップの技法を初めて試み,大衆にもっとも

人気のある作品のひとつなった。(7)

カナダにおいてヴァイタスコープ・エディソンが初

めて披露された経緯は,以上に述べたとおりである。

この部分に関して筆者はなによりもペーター・モリス

の詳細な通史『包囲された映像-カナダ映画史

1895-1939』を参考にした。モリスの労作をはじめ従来

の研究書は, 1896年7月21日オタワでのヴァイタス

コープ初公開をカナダにおける映画の起源とみなし,

シネマトグラフ・リュミエールの導入は2ヶ月後であ

ると考えていた。(8)しかし, 1985年にジェルマン･ラカ

スはrイストリオグラフ(歴史編纂)-ケベックに

おける映画興行の始源』を公刊し,フランス語圏モン

トリオールでは早くも1896年6月27日シネマトグラフ

が公開されていると立論した。明白な証左としてラカ

スが挙げるのは,地元でこの時期に発行されたフラン

ス語の新聞『ラ･プレス』である。(9)そこではまず同月

27日の記事で以下のようにシネマトグラフの試写会が

予告される。

シネマトグラフ

今タサン・ローラン街78番地においてリョン在

住リュミエールの代理人によりシネマトグラフの

試写会が行われる。われらの市長,主要諸機関の

長官,卓越した著名人が,報道陣とともにこの夕

べに招かれている。(10)

ついで同月27日付けのrラ・プレス』では試写会で

披露された映画作品の特徴ととともにシネマトグラフ

発明の意義がやや詳しく論述される。この記事の執筆

者が,シネマトグラフを電信,写真,キネトスコープ

の発展と評価し,トーキーやカラー映画の実現を確信

していることは,とくに注目すべきであろう。

シネマトグラフ

今世紀の驚異のひとつ

活動写真

興味深い試写が土曜の夕べに

リヨン在住リュミエールによって発明されたシ

ネマトグラフが,サン・ローラン街78番地で一部

の人たちに土曜の夕宵披露された。このように報

道しても,重大で興味深い事件への熱狂を充分に

伝ええないであろう。活動写真が実現したのであ

る。われらの世紀は電気の秘密を解きあかし,幾

多の奇蹟と勝利を成し遂げたが,なかでも活動写

真こそもっとも驚嘆すべき発明と言える。

最初に電信が可能となり,ついて電話とエディ

ソンのキネトスコープが発明され,いまやシネマ

トグラフが実現した。止まるところを知らないよ

うである。〔中略〕

最初の題材はリョンこベラーシュ駅に到着した

列車である。乗客がプラットホームで待っている。

まもなく遠くに列車が現われる。近づくにつれて

次第に大きくなる。すぐに間近かまで来た。機関

車から蒸気と煙が立ち上る。駅に到着して,列車

が止まる。 ドアが開かれ,停車中の様子が映し出

される。降りる人たちもあり,乗る人たちも見ら
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れる。みなが急ぎ,押し合っている。そして,彼

らの各々をはっきりと識別できる。これほど真に

迫った画像はない。本当に駅で見ているようであ

る。列車が出発し,すべてが消え去る。〔中略〕

これらの光景は幻燈を映写するスクリーンに再

現された。

器械を操作したミニェおよびピュピエの両氏

は,一回の試写で完全なものを達成できるとは思

わなかった。ふたりは純然たる科学的な実験を行

うつもりであった。たとえば器械の振動が眼を疲

労させ,鮮明さを損ない,事物をしばしば夢幻的

な茫漠たる印象に止める。とはいえ,こうした軽

い欠陥は新しい企てには避けられず,しかも容易

に改良できるものであって,今回の成果だけでも

まさしく驚嘆に値する。色彩が添えられ,音声を

再生する蓄音機さえ加われば,このような映像が

完全なものとなる。そうした前進もまもなく達成

される,と私たちは信じたい。(11)

こうして1896年6月27日にケベック州モントリオー

ルのサン・ローラン街78番地,カフエ=コンセール・

バラスにおいて招待客にシネマトグラフが披露され

た。イギリス語圏オタワにヴァイタスコープが導入さ

れる24日前である。モントリオールでの試写会はふた

りのフランス人映写技師,ルイ・ミニェとルイ・ピュ

ピエによって進められ,会場のカフエ=コンセール・

バラスは,カナダのカルティエ・ラタンと称される地

域にあった。バラスで上映されたリュミェール映画の

美事さがここでも評判となり,ミニェとピュピエはさ

らに数週間同市に滞在し,ケベック州の各地でシネマ

トグラフの興行を試みた。(12)

この部分の論述は主としてイーヴ･ルヴエの大著『ケ

ベック映画全史』に依櫨するが,同書によってもフラ

ンス人ミニェとピュピエがどのような経緯でモントリ

オールに来たかは不詳である。また,ジャック・リトー

=ユティネは労作『始源の映画一リュミエール兄弟とそ

の映写技師たち』の巻末で,シネマトグラフの興行に

関与した86人の経歴と活動を列記しているが,ミニェ

とピュピエに関する説明は見当らない。

なお,モントリオールにおいてもシネマトグラフの

公開が英字新聞では一切報道されなかった。ルヴエの

推論によれば,英語圏の研究者がカフエ=コンセー

ル・パラスでの試写会について無知であった一因は,

カナダ特有の言語的な問題に存する。

シネマトグラフ・リュミエールとヴァイタスコー

プ・エディソンが相次いで伝来した1896年,カナダ連

邦の政治と経済は新たな転機に入りつつあった。 18年

間政権の座にあった保守党が同年6月の総選挙で敗北

し,自由党の有能な政治家ローリエが首相に選出され

る。以後カナダでは西部の開拓と資源の開発が本格的

となり,とりわけ小麦の増産によって世界市場にも確

-

乎たる地歩を獲得したy13)のちにカナダ全国博覧会に

発展する産業博覧会が,オンタリオ州トロントで催さ

れたのもその秋である。

産業博覧会が開幕した1896年8月31日,都心部ヤン

グ通り81番地のロビンソン・ミューズでヴァイタス

コープが公開された｡この演芸ホリレでは巡業奇術師工

ドフートンが「メイ・アーウインとジョン・ライスの

接吻する光景」などの作品を披露し,観客の熱烈な喝

采に応えてつぎの数週間続行した。ついで9月1日か

ら産業博覧会の特別企画としてシネマトグラフの供覧

が開始される。これを企画したH・J・ヒルは産業博

覧会の主催者であり,リュミエール社の映写技師メス

ギッシュの諒解を取っていた。シネマトグラフの迫真

性は地元の新聞『テレグラム』9月8日号で称賛され,

博覧会の終了後もヒルは10月23日からロビンソン・

ミューズの向い側ヤング通り96-98番地で興行を再開

した。ここでは毎日午前10時から午後10時まで映写が

続けられれ,25セントの料金で40分ずつ観覧させ

た。(14)

この産業博覧会にはレントゲンのX線やロバート・

ポールのアニマトグラフも展示される。また,同年の

歳末までヤング通りでシネマトグラフを供覧したヒル

は,ひき続きオンタリオ州の各地をも巡業した。(15)な

お,デイングレイ法の適用によってアメリカでの興行

が妨げられたため,メスギッシュは1897年に一時カナ

ダヘ避難した。(16)同国でのシネマトグラフ巡業と途上

におけるナイアガラ爆布撮影について,彼は以下のと

おり記述する。

このような状況で身動きできないため,私は

ニューヨークの弁護士ルビヤールとカナダヘ出発

することを決意した。モントリオール,ケベック,

すタワ,そしてトロントで巡業し,どこでも成功

を博した。

ホワイト・マウンテンを通ってニューヨークに

帰る途中,ナイアガラ爆布に立ち寄る機会を得た。

大きな渦巻を描いて降下する水流。豪雨のよう

にじぶきを挙げて,物凄い速さで深淵へ落下する

大河であり,見詰めようにも目眩いを起すばかり。

なすすべもない。拡がった巨大な白布。水流の怖

るべき突進が果てしなく続く光景であった。

ナイアガラ爆布をさまざまな角度で撮せるよ

う,あちこちの斜面で私の足場を探した。馬蹄形

の滝,フォース・ジューの壮観を捉えるために,

私はついに断崖にまで登った。映写レンズを覗く

と,危険を忘れた。撮影したのは霧のなかに描か

れた半円形の虹,そしてしぶきを煌めかせつつ,

空中を滑る巨大な白布である。ながくクランクを

回した私は,軽率にも真下の激流を見た。目眩い

と恐怖が私に襲いかかり,やっとそこから離れ

た。(17)
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同年11月モントリオールに現われたグランセー

ニュ・ドートリーヴ子爵とトレウレ・ド・ケルストラ

伯爵夫人は,この時期から輩出する巡回興行師のなか

でとくに注目すべき存在である。これらふたりのフラ

ンス人は己れの映写機をイストリオグラフ(歴史編纂)

と呼び,学校で世界史教育を教えるの役立つと推奨し

た。彼らは有力者や教会筋へ巧みに取り入り,ケベッ

ク州の辺鄙な村落までも巡業し,リュミエールやメリ

エスやパテの作品を見せたと言われる。(18)

1896年メキシコに派遣された映写技師ガブリエル・

ヴェールは翌年ふたたびリュミエール社の命を受け,

ロンドン,リバプールを経由してモントリオールに赴

いた。彼の作品『インデアンのダンス』は,同年の9

月頃この地で原住民の姿を捉えたものである。アメリ

カとの国境近くで撮影されたメスギッシュの「ナイア

ガラ」を別格とすれば,現存するリュミエール映画の

なかでカナダで撮影されたものはこのフイルムのみで

ある。しかし,ヴェールはモントリオールにながく滞

在せず,10月10日日本に向けて旅立った。(19)

1896年の春シネマトグラフに驚嘆したエルンスト・

キメは,映写技師として数年間各地を巡回したあと,

1906年1月モントリオールのサント・カテリーヌ街に

映画館キメトスコープを開設した。その年の聖週間に

キメはパテ社製作『キリストの生涯と受難』を上映し,

評判と収入の両面で大当りを取る。まもなくモントリ

オールに同じような映画館がいくつか出現し,合衆国

やヨーロッパ諸国とほぼ同じ時期にカナダでも常設館

による映画興行が本格化した。翌年9月開場した第二

のキメトスコープは,客席1200の大劇場であり,北米

における最初の豪華な映画館と言われる。 1908年から

キメは白身で周囲の生活や出来事を撮影し,子どもを

記録した「わが希望」や「ケベックーその300年祭」な

どを製作した｡力すダで初めてフィルム市場を開設し,

パテ社の北米総代理人となったのも彼である。こうし

た製作や興行は伝統的な社会規範に囚われず,しばし

ば司法当局とカトリック教会の忌譚に触れる。映画企

業におけるキメーの活動は30年の長きにわたり,トー

キーの開発や立体映像の実験にまで及んだ。(20)

カナダにおける最初の劇映画は,ロングフェローの

叙事詩を脚色した「ハイアウォサ」である。この作品

はローゼンタールのもとで1903年に製作され,オンタリ

オ州を背景に原住民オジブア族の英雄が描かれてい

る。なお,ケベック州における製作はかなり遅れ,フ

ランス圏の本格的長編と自負できるのは, 1922年完成

の『マドレーヌ・ド・ヴェルシェール』を嘴矢とする。

この映画はインデアンと戦った白人女性マドレーヌを

讃美し,行政当局の推奨するところとなった。こうし

た政治的な思惑や宗教的な抑制によって,カナダにお

ける映画製作は以後ながく制約され,映画作品の内容

も平板で魅力に乏しいものが多くなる。(21)

Ⅱ メキシコにおけるリュミエール映画の受容

1810年中部高原の寒村ドローレスで,ひとりの篤実

な神父が圧政打倒の宣言を発した。メキシコ独立の祖

と仰がれるミゲール･イダルゴである。囚人を解放し,

役人を牢に繋いだ神父を,ただちに10万余の民衆が支

援し,インディオとも連帯してグアナフアトなど諸都

市を占拠する。この事件を端初としてスペインヘの闘

争が燃え上がり,1821年コルド八条約の締結が300年に

わたる植民地支配を崩壊させた。(22)

独立後もメキシコは指導者層の葛藤やアメリカとの

戦争で揺れ, 1863年にはナポレオン三世の意を受けた

フランス軍がメキシコシティに侵攻した。フランスに

擁立された皇帝マクシミリアーノは3年後孤立して処

刑され,代って英明な政治家ペニート・ファレスが大

統領として平和の維持と産業の開発に努めた。フラン

ス軍撃退の功労者ディアスが,ファレスの歿没大統領

に選出され,教会勢力の抱込みや治安警察の強化に

よって独裁的な政権をながく維持する。 1877年から

1911年に至るディアス時代には,資本主義発展を促進

する大土地所有者が形成され,外国資本の導入や鉄道

輸送網の建設も推進された。また,大統領の近代化政

策を補強するため,いわゆる科学主義者たちが側近と

なり,実証主義への讃美,科学の進歩への期待,物質

的な繁栄の重視,白人優位の文明観などを唱導し

たo(23)

エディソンのもとで製作されたキネトスコープは,

1895年1月17日にメキシコシティで,また同年5月30

日グアダラハラで初めて公開された。この際には単純

な動きを覗き眼鏡で見るに止まり,映写機も頻繁に故

障したため,評判を博するまでに至らなかった。(24)こ

の年才能豊かな文学者アマード・ネルヴォが最初の小

説『エル･バキーラ』を発表し,聖職者の愛欲をめぐっ

て騒然たる論議を巻き起した。(24)

一級薬剤師の資格をもっガブリエル・ヴェールが,

中米におけるシネマトグラフ巡業のため,ル・アブー

ル発のガスコーニュ号に乗船したのは, 1896年7月11

日である。 25歳の映写技師ヴェールはニューヨークで

列車に乗換え,東シエラマドレ山脈の高原都市メキシ

コシティに着いた。以後彼はリョン近郊で暮す母親に,

現存するだけでも60通の書翰を送る。首都で彼はただ

ちにリュミエール社代理人フェルナンド・ボン・ベル

ナールと会い,さらに同国の権力筋や有力者に紹介さ

れた。8月6日大統領ディアスはヴェールらをメキシ

コシティ西部の壮麗な官邸チャプルテペック城に招

き,家族や側近約40人とともにリュミエール映画を視

覧する。この年ディアスは4期目の大統領に選出され

ていた。(25)

メキシコにおける最初のシネマトグラフ一般公開

は,1896年8月15日プラテロス街9番地(現在のマデー

ロ街)ドロゲリア･プラテロスの中二階で行なわれた。
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この街路には植民地時代の建造物が多く,近くに屹立

する国立宮殿の敷地には,十六世紀までアステカ皇帝

の居城があった。母親に宛てたヴェール自身の書翰は,

シネマトグラフ初公開に対するメキシコ人の反響やド

ロゲリア・プラテロスにおける興行の状況を活きいき

と伝えている。(26)

とうとうその日が来ました!昨日,8月15日か

ら一般公開が始まりました。一昨日にプレス用の

試写を行ったところ,招待客が千五百人も来てし

まい,会場に入りきれないほどでした。上映は拍

手喝采を浴びました。一般公開も大成功間違いな

しでしょう。みんなが「ムイ・ポ二-ト」と叫ん

でいました。これは「すばらしい」という意味で

す。特に女たち(ラスム･ベール)と子供たち(ム

チャチョス)は狂喜乱舞の状態です。こうぃう言

い方はジャゼフみたいですね。とにかく最高のす

べりだしと言えるでしょう。

昨日の一般公開初日は雨に見舞われましたが,

それでもたくさんの人が来ました。

今日は会場が溢れると思います。朝から大勢の

人が集まってきています。けれど上映は夕方の五

時からです。それまでは電気が使えませんから。

電気については,本当に悩まされました。前に書

いたように,もともと会場を見つけるのは大変で

した。ようやくサロンの二階をニケ月借りること

ができるようになったのですが,その翌日に競争

相手がやってきて,我々の会場の隣を借りるとい

うのです。とにかく先きを越されては大変と,大

急ぎで準備を始めました。あとは電気だけという

ところまできて,電力会社に行ってみると,流れ

ている電流が違うことがわかったのです。〔中略〕

夜の八時になると店がすべて閉まり,みんな寝

てしまいます。三十万人もの人々が住んでいるの

に,劇場が二つあるだけで,あとはなにも楽しみ

はありません。そのうえ芝居は夕方の四時に始ま

り,八時半にはもう終わりです!ここはほかに娯

楽がないので,映画上映は大成功を収めるに違い

ありません。(27)

ドロゲリア・プラテロスに張り出された同月27日付

けプログラムによれば,1ペソの入場料で午後4時半

から9時半まで開かれ,この日の上映作品は『踊る帽

子』,『子どもの喧嘩』,「ロシアの山」,「モスクワにお

ける皇帝」,『写真師』,『イワシ釣り』,『金魚鉢』,『列

車の到着』等であった。これらの作品に接したルイ・

G・ウルビーナは,メキシコ最初の映画批評をつぎの

ように書いている。(28)

映画がメキシコで流行になった。映画の出現が

首都を興奮させている。首都と言っても,プラテ

ロス街の酒亭ピーター・ゲイからサン・フランシ

スコ街のエスカンドン館という限られた範囲であ

るが…。新しい奇妙な器械がここではキネトス

コープに勝利した。〔中略〕

競合するほかの器械と同じく,これも生の再現

によって私たちを楽ませようとする。だが,欠け

ているものがある。色彩が欠けている。音声が付

加されるのは時間の問題であろう。〔中略〕スペン

サーによってシンデレラと呼ばれたものの,科学

はながく誤用されてきたが,ファンタジーを愛す

る人々からいまや感謝を捧げられる。(29)

プラテロス街における初公開の数日後,ヴェールと

ベルナールはふたたびチャプルテペック城に招かれ,

メキシコで撮影した作品5本を大統領に披露した。す

なわち,①連れ立って出掛けるディアズ将軍とその家

族,②パーヌ遊泳場の情景,③士官学校の光景,④ヴィ

ガ運河の情景,⑤チャプルテペック城を散歩するディ

アズ将軍。これらのフィルムは首都に到着した直後,

メキシコ軍司令官等の許可を得て,迅速に製作された

ものである。ヴェールはヨーロッパ風の上流階級にも

招待され,ある将軍の邸宅ではマンドリンを弾く3人

の令嬢に惹きつけられた。とくにそのひとりは気品と

優雅さで輝き,メキシコ最高の美女と噂されてい

た。(30)

独立記念日にあたる9月16日,メキシコシティでは

イダルゴ神父の宣言を偲んで,大統領官邸でゆかりの

鐘が打ち鳴され,盛大な式典が挙行される。この日

ヴェールは市内の目抜き通りに足場を作り,同国最大

の式典を撮影した。ここで記録された『独立の鐘の輸

送』には,メキシコ軍騎兵隊に護られて式場に運ばれ

る記念の鐘,そして独立を慶賀し,沿道で鐘の移送を

見送る数千の無数の群衆が収められている。(31)なお,

ヴェールに関する近年の研究によれば,反逆した兵士

の銃殺やピストルで決闘する場面をメキシコ滞在の際

フィルムに収めたが,国民の憤激と抗議によってそれ

らの上映は禁止になった。(32)

さらにヴェールは第二の都市グアダラハラに赴き,

同年12月29日までシネマトグラフの興行を続けた。そ

の地ではすでの投射式のヴァイタスコープ・エディソ

ンが9月27日に公開されていた。 1897年1月9日彼は

メキシコシティで最後の上映を行い,翌日キューバの

首都ハバナに旅立った。(33)

1897年に工業技術の学生サルバドール・トスカーノ

は,リュミエール兄弟から撮影機・映写機を購入し,

ジェシズマリア街17番地でシネマ・サロンを始めた。

ここではエディソンの蓄音機を併用して,リュミエー

ル映画に音声を添えた。 1898年にトスカーノは人気俳

優パーロ・ガヴィラネスを起用して,メキシコ最初の

劇映画『ドン･ジュアン･テノリオ』を製作した。1911

年新しい時代を拓くメキシコ革命が火蓋を切るや,ト

スカーノは転変する事件と状況を広汎に撮影し,第二

次大戦後その娘カルメン・トスカーノの手で長編映画
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『あるメキシコ人の記録』として編纂される。(34)

永冶日出雄

m キューバにおけるリュミエール映画の受容

カリブ海域のキューバでは十九世紀の後半に至るま

でスペインの植民地支配が続いていた。しかし,砂糖

の生産を経済の根幹とするキューバは,大農場の改善

や外国との輸出競争に際して宋主国の無能を痛感し始

める。 1868年納税拒否に端を発した反抗が,カマグェ

イやオリエンテなど東部各地での蜂起へと発展し,翌

年には共和国の樹立,奴隷制の廃止,アメリカとの連

帯が宣言された。この第一次独立戦争は10年間続き,

人口70万の植民地にイベリア半島から10万の軍隊が投

入される｡1878年スペインとの間で休戦協定が成立し,

植民地キューバの自治権と奴隷制の廃止が認められ

た。(35)

1895年4月キューバ革命党の創立者ジョゼ・マル

ティが,密かにフロリダからオリエンテ海岸に上陸し,

第二次独立戦争の火蓋が切られた。スペイン・ロマン

派の文学者ベッケルの影響をうけたマルティは,祖国

への愛を歌った格調高い詩集を刊行し,メキシコ,グ

アテマラ,ヴェネズエラ,アメリカで15年間の亡命生

活を過した。この間つねにキューバの解放運動を指導

した彼は,帰国した1ヵ月後スペイン軍との闘いで戦

死する。マルティを失った反乱軍はふたりの将軍マク

シモ・ゴメズとアントユオ・マセオに率いられ,同年

11月東部の町ジマグァユで革命政権が樹立された。ま

もなくこれらの将軍は首都ハバナの位置するキューバ

西部に進軍し,植民地経営のため造られた無数の施設

や農場を破壊した。しかし,スペインからは勇猛な将

軍ヴァレリアノ・ヴェイレルが急派され,革命軍に対

して徹底的な反撃を行った。こうして1896年末には

ヴェイレルが多くの方面で革命軍を敗走させ,副司令

官マセオをハバナ近郊で殺害した。(36)

シネマトグラフを携えてヴェールがキューバに来た

とき,カリブ海域はこのような動乱と激戦の渦中に

あった。当地におけるシネマトグラフ初公開は, 1897

年1月24日ハバすの旧市街パセオ・デル・プラド(現

在のパセオヽデル・マルティ)の一角で行なわれる。

会場の隣に位置する有名なタコン劇場は,サラ・ベル

ナール,アンす・パヴロヴア,エンリケ・カルーソな

どの公演が絶讃を博したところである。初日に「列車

の到着」や･『水を徹かれた庭師』など早い時期のリュ

ミエール映画が披露され,数日後これらに加えてメキ

シコで収録した『グアダルプにおける農夫の荷積み』

と『チャプルテペックにおける決闘』が上映された。

まもなく彼はキューバ史上最初の映画『消防演習』を

撮影する。なお,入国の条件としてヴェールは,大砲

の射撃や連隊の行進などを撮影し,スペイン軍の偉容

を示すよう行政当局から要求された。しかし,この際

に彼が製作したフィルムはキューバにもフランスにも

保存されていない。慌ただしくハバナを離れたヴェー

ルは,さらにコロンビアとヴェネゼエラで旅の苦難に

晒されたあと, 1897年12月に故郷リョンヘ帰った。 ‘37)

シネマトグラフ初公開から僅か20日経った2月13

日,ヴァイタスコープ・エディソンがハバナで披露さ

れる。これと措抗するディクソン製作バイオグラフも

まもなく導入される。 リュミエール映画に感嘆した俳

優ジョゼ・E・カザスは, 1898年にメリエスの手法を

真似て『消えていく魔法使』を撮影した。こうしてカ

ザスはキューバにおける最初の映写技師となり,やが

てパテ社の映写機を購入して各地での巡業を始め

るo(38)

1897年3月アメリカ大統領に就任したマッキンレー

は,中立主義の伝統を離れず,キューバ内戦への介入

には当初慎重な態度をみせた。しかし, 1898年2月15

日米国海軍の巡洋艦メーヌ号がハバナ港で爆破され,

乗組員260人が死亡する。4月19日マッキンレーの教書

を受けてアメリカ議会は,キューバ解放のためスペイ

ンと戦うことを決議した。こうして勃発した米西戦争

は米国海軍のサンティアゴ･デ･クーバ占領で終結し,

12月10日パリで締結された平和条約によってキューバ

の独立とスペイン軍の撤退が定められた。(39)

メーヌ号の爆破と米西戦争の推移はアメリカのマス

コミによって大々的に報道された。ハースト系の新聞

『モーニング・ジャーナル』は,「メーヌ号を忘れる

な!」と訴えて,連日8頁以上をこの事件に当てる。

「ワリレド」の経営者ピュリッツァーも特派員を現地に

送り,爆破の現場をキューバ人ジョゼ・G・ゴンサレ

スに撮影させた。ふたりの映写技師アルベール・E・

スミスとJ・ステュアート・ブラックトンも,海軍次

官テオドールリレーズベルトの意向を受けてキューバ

ヘ赴き,サン・ジュアン丘への突撃を撮影した。これ

らの映像はほとんどセットを組んで造られたものの,

真実の生々しい記録と宣伝され,アメリカ国民の敵慌

心を著しく高揚させた。(40)スミスの回顧録『ふたつの

りールとひとつのクランク』には,映画の虚構性やそ

の政治的利用について以下のような記述が見出され

る。

スクリーンに現われたものを見て,私たち自身

が興奮しなかった,と言えば嘘になる。〈小銃〉か

ら発する黒煙と火花が,その場面に迫真の雰囲気

を与えていた。撮影した日のカメラとレンズが精

巧でなかったため,模型の粗雑さも隠されたし。

2分間しか続かない映像を,綿密に検討する余裕

はだれにもなかった｡その時点では欺隔であるが。

これこそ最初の撮影模型にほかならず,現代の映

画製作における高度の〈特殊効果技術〉に先鞭を

つけたものである。パスター館とふたつのプロク

トー館は数週間観客で満席になった。そして,rサ

ンティアゴ湾におけう戦闘』や30分の長編「われ
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らの息子とともにキューバで戦いて』が興奮と熱

狂を巻き起すのを見て,ブラックトンと私の良心

も次第に痛まなくなった。ニューヨークでほとん

どすべての新聞がこれらの映像を解説し,ふたつ

の歴史的事件を現場で収録したヴァイタグラフの

偉業を褒め讃えた。(41)

IV グアテマラにおけるリュミエール映画の受容

グアテマラはインディオによるマヤ文明で知られる

が,活発な火山活動から冨士山型の高峰や森林に囲ま

れた湖も造られている。この美しい風土に暮す原住民

が,十五世紀の前半凶暴なスペイン軍に征服され,メ

キシコを中核とする植民地ニュースペインに併合され

ていた。 1821年ヨーロッパにおける政変を転機にメキ

シコの独立が承認されると,グアテマラはエルサルバ

ドル,ホンジェラス,コスタリカとともに中央アメリ

カ連合を形成した。しかし,これらの地域では軍部を

主体として複雑な権力闘争が繰り返され, 1838年から

グアテマラは単独の国家として独自の道を進み始め

る。1871年政権に就いた自由派のフストリレフィノ・

バリオスは,教会領の没収と学校の非宗教家化を命じ,

道路･鉄道の建設や輸出用のコーヒー生産を促進した。

この時点でもインディすは人口の大部分を占め,ほと

んどが農村部に居住していた。中米5地域の再統合を

主張するバリオスは,やがてエルサルバドルに侵攻し,

みずから前線で戦死する。その後1894年にもグアテマ

ラの政府はメキシコの南部国境に軍隊を出動させ,ま

もなく撃退された｡翌年モスキート海岸に関する紛争で

イギリス軍艦がニカラグアガのコリント港を封鎖する

と,エルサルバドル,ホンジェラス,コスタリカが中

央アメリカ共和国を結成する動きを見せた。イギリス

との紛争に関してニカラグアガを擁護したアメリカ

は,中米諸国の共和国結成には冷たい反応を示し,ヨー

ロッパ列強に代わって中南米への支配力を増してい

く。(42)

この国で初めてシネマトグラフが披露されたのは,

1896年9月26日グアテマラシティにおいてある。 1776

年総監所在地であったアンテイグワが大地震で壊滅

し,以後海抜1493メートルのグアテマラシティに首都が

移された。住民の大半をマヤ系の原住民が占めるこの

都市も, 1876年には大地震に見舞われる。首都のアイ

シネナ小路で試写されたリュミェリレ映画について,当

地の新聞『中央アメリカ・ジャーナル』はつぎのよう

な論評を記載している。(43)

昨日アーノルド・トブラー氏の招待を受けて幸

いにも私たちは,アイシネナ小路11番地できわめ

て精巧な発明が供覧されるのに立ちあった。この

発明はシネマトグラフと呼ばれ,リョンの有名な

写真家によって完成されたものである。

この種の器械としては一番興味深いものを見せ

てくれる｡細部でも全体でも完璧に精密な画像を。

観客は楽に眺めることができる。映写する一室が

初めは電燈で照明され,明かりが消される。その

とき会場の奥に画像が浮き出て,現実生活の忠実

な反映が現われる。

リュミエールの動く画像は,充分に満足できる

もので,一見に値する。アイシネナ小路11番地に

おける上映を見逃さず,シネマトグラフに感嘆し。

喝采されるよう,私たちは読者に勧めたい。(44)

同年の10月26日カルロス・ヴァレンティの手によっ

てコンロン劇場でヴァイタスコープ・エディソンも公

開される｡他方シネマトグラフの興行は地方へ拡がり,

12月4日には西部の町ケサルテナンゴで著名な道化役

者クコとクキトの映像が上映された。 1912年にアルベ

ルト・デ・ラ・リーバがグアテマラで初めて映画を撮

影する。その3年後パテ社のカメラを携えて,アドル

フォ・ヘルブルゲルがやって来た。彼はグアテマラの

有名な俳優ギレルモ・アンドレウとエスペアンザ・ロ

ボスと交渉し,ふたりを主演とする作品「パトロンの

息子」を製作した。しかし, 1917年グアテマラ･シティ

はふたたび大地震に襲われ,すべて初期のフィルムは

焼失した。すでにその頃首都ではヴァリェダドス・シ

アター,アブリル・シネマ館,エクセルシオール・サ

ロンなどが人気を集めたものの,これら本格的な映画

館も不慮の災害によって粉微塵に破壊された。(45)
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